
二
0
年
度

駿
台
予
備
学
校

立
命
館
大
学

一

般
入
試
対
策
講
座

国
語

レ

ジ

ュ

メ

【
現
代
文
の
出
題
傾
向
及
び
対
策】

1 、

出
題
傾
向
（
設
問
内
容）

・

本
文
は
分
量
が
あ
る
の
で 、

正
確
な
速
読
が
求
め
ら
れ
る 。

・

文
章
の
種
類
と
し
て 、
一

般
入
試
で
は 、

評
論
や
随
想
が
出
題
さ
れ
て
い
る
0

・

本
文
を
読
む
際
に
は 、

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
線
を
引
き
な
が
ら
読
む
D

・

設
問
タ
イ
プ
は 、

漢
字 、

空
欄
補
充 、

文
学
史 、

内
容
説
明 、

内
容
合
致
な
ど 口

↓
《
知
識

問
題
》

漢
字

問
題
（
読
み
・

書
き）

、

空
欄
補
充 、

文
学
史
な
ど

《
読
解

問
題
》

内
容
説
明 、

理
由
説
明 、

脱
文
補
入 、

内
容
合
致 、

表
現

問
題
な
ど

一

般
入
試

ニ
O
二
O
年
二
月
二
日
実
施

》

を
例
に

：：：：：＝：：：：三

ニ
0
年
度

一

評
論

問
1

漢
字

問
3

内
容
説
明

問
5

空
欄
補
充

問
7

内
容
説
明

間
9

内
容
合
致

漢
字空

欄
補
充

空
欄
補
充

内
容
説
明

文
学
史

問
問 2

問問問 4
1 8 6 

～ 1 

ニ

評
論

問
1

内
容
説
明

間
3

脱
文
補
入

間
5

内
容
合
致

問問
4 2 

空
欄
補
充

理
由
説
明

＊

第
一

間
で
は 、

漢
字
や
文
学
史
と
い
っ
た
基
礎
知
識
の

問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る 。

覚
え
て
い

れ
ば
得
点
す
る
こ
と
が
で
き 、

合
格
へ

と
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る 。

＊
読
解
力
を
確
認
す
る

問
題
で
は 、

傍
線
部
の
内
容
や
理
由
を
説
明
す
る

問
題 、

本
文
内
容
と
の

一

致
を
確
認
す
る

問
題
な
ど
が
出
題
さ
れ
て
い
る 口

＊
こ
の
よ
う
な
読
解

問
題
に
対
し
て
は 、

漠
然
と
傍
線
部
付
近
だ
け
を
眺
め
て
考
え
る
と
い
っ
た

場
当
た
り
的
な
や
り
方
で
は
な
く 、

ど
の

問
題
で
も
同
じ
よ
う
に
読
ん
で 、

同
じ
よ
う
に
解
け
る

〈
読
解
法
・

解
答
法
の
ス
タ
イ
ル〉

、

つ
ま
り 、
「
型」

を
身
に
つ
け
る
べ

き
で
あ
る 。

レ
ジ
ュ
メ

橋
　
立



N
’
寂
蝶

㊤
景
譜
醒
鞄

→
抵
木
戸
三
宝
逆
目
鞋
・
姥
堂
㌣
抑
咋
亜
鞄
○
越
些
襲
刃
ト
で
弟
〇
回
腫
里
軸
華
麗
蝶
草
・

難
軒
e
亜
轍
斌
心
理
〔
ト
’
蛾
古
君
足
軽
鼻
東
急
○
難
叶
争
居
組
甘
」
J
ニ
0
吏
輔
韓
景
繕
(
輔

結
晶
繕
)
蘭
樅
亘
ヽ
e
壇
’
く
結
束
聴
e
吏
食
社
史
申
せ
葦
二
〇
七
拙
く
糾
懸
e
糾
駐
韓
抹
争

皿
鳴
皿
愈
e
 
K
亙
主
副
喧
怠
呼
吏
食
中
豆
腐
ゆ
○
小
売
亘
理
十
品
束
照
千
時
間
確
執
堕
せ
十
朱
吏

髄
↑
十
二
時
e
羊
ノ
′
在
国
霊
更
意
?
業
態
室
生
軽
鼻
墓
守
㌣
煙
>
て
堀
井
生
命
呼
○

㊧
崎
塙
推
理
(
据
鞋
粟
叫
鞋
蜘
塊
e
轄
」
斗
)

→
蕊
草
呂
e
軽
樫
壇
埋
却
」
ト
ノ
’
呂
冊
せ
十
吊
り
手
結
晶
目
早
的
無
い
右
出
鼻
’
韓
捜
せ
巧
ぐ
ト
聡

打
国
士
主
監
実
理
ヾ
ト
ロ
ー
ト
」
直
幸
車
両
や
e
埋
’
蛙
聴
印
判
皿
良
薬
二
〇
吏
世
良
馬
車
e
†
刈
中

予
鳴
∩
ト
ザ
’
 
〈
匡
書
+
信
へ
吏
糖
蜜
’
匝
暮
し
信
〔
土
壁
>
〉
 
」
J
三
人
へ
「
糖
蜜
や
」
 
「
韓
抑
培
」

e
峠
粟
経
的
間
道
」
ト
ノ
’
皿
や
㌣
鞋
細
筆
謙
卜
ゆ
り
耳
管
中
部
ゆ
ふ
信
い
せ
粗
壁
」
ト
ノ
ニ
>
〇

月
主
客
’
醇
半
畳
e
恐
謹
告
鳴
時
○

㊥
掴
皿
醒
鞄
㌣
’
昂
寵
謹
闇
や
据
鞋
瑛
,
蓮
如
瑛
e
轄
寵
。
帖
壁

→
」
>
博
鞋
K
糾
e
頼
晒
韮
轍
的
塑
〇
十
’
景
繕
壁
掛
争
糖
築
堤
・
連
的
題
e
控
寵
的
」
」
高
い
O

高
年
’
 
l
 
l
匝
式
白
壁
〉
 
(
博
植
苗
申
せ
在
国
即
日
卜
鍬
に
ト
の
○

・
1
匝
皿
→
童
整
理
軽
舟
誰
土
牛
史
’
急
ぐ
>
S
鞋
二
十
「
糖
合
印
・
壁
土
呼
」
刃
二
心
鞋
細
筆
 

謙
e
出
撃
(
糖
韓
遵
・
接
的
襲
)
対
韓
繕
十
時
0
 

・
1
1
匝
皿
→
曹
亜
心
理
売
主
斗
㌢
負
ぶ
’
婁
書
食
い
鞋
〉
年
㌔
s
㌣
’
「
盟
亜
圧
晒
態
」
的
Ⅲ
轄
十
〇
 

年
出
鼻
’
豊
艶
K
山
-
土
的
遵
離
ト
ゆ
○
 

【
輔
半
以
e
糾
和

博
刃
金
】
 

㊤
瑚
韓
景
譜
的
絶
壁
両
咋

→
馳
叶
’
腔
雌
骨
’
轟
冊
蛍
斑
や
出
札
甘
∴
絶
叫
 

◎
推
理
瑛
“
躍
如
瑛
e
博
」
斗

→
Ⅲ
只
甲
糖
や
p
’
壁
土
岬
嶋
瑛
e
蘭
越
 

㊥
瑠
璃
醒
固
い
樺
離
。
帖
蛍

→
「
蛙
配
置
」
瞥
ノ
壁
土
呼
べ
山
喜
⊥
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《
=
O
=
O
出
世
1
蟄
く
謳
∴
輔
「
証

的
車
刃
」
ト
ノ
》

【
騨
睡
蓮
罷
】

米
韓
『
○
く
社
長
冊
出
『
常
態
昂
鞋
』
吏
耳
時
0

1
1
0
1
1
0
廿
趣
1
堅
く
稚

鰊
書
証
(
1
1
甲
1
1
皿
蛾
攫
)

《
i
 
」
〇
時
壁
e
小
玉
I
卜
第

・
計
鮭

・
軽
輩

・
薬
草

・
紅
へ
キ
ト

・
黒
血

・
景
畢

・
喪
⊥
圧
お
餅
さ
ゆ
(
e
車
の

・
曲
蛍
図

・
へ
良
川
水
草

・
業
国

英
や
呂
真
綿
聡
卜
巾
粧
せ
e
甘
㌣
’
睡
態
粗
景
∩
ト
塞
>
?
初
夢
e
対
韓
勅
丑
」
ト
ノ
嶋
s
耶
十
〇

皿
来
e
匝
鞘
㌣
纏
監
㌣
抑
せ
こ
腫
せ
せ
’
鞋
軸
薬
勾
咽
頭
蕃
詣
で
的
」
ト
ノ
罵
勅
耶
」
ふ
ん
へ
O

《
輔
匝
瑳
盤
》

曽
騨
証
鞋
駐
甘
e
龍
山
挫
’
 
∽
 
「
出
離
」
’
直
「
鞄
擢
」
’
と
≧
 
「
山
一
ト
一
也
」
的
i
に
十
〇

証
書
【
壁
的
】

㊤
e
s
」
ト
0

㊥
中
農
卓
上
へ

英
蓮
華
へ
ユ
上
申
肌
喧
し
い
〔
粗
壁
」
ト
ノ
笹
川
へ
0
駆
出
韮
轍
早
水
準
的
」
母
二
十
年
い
せ
」
上
古
へ
O

醒
N
 
【
韓
約
】

㊥
輪
蛍
図
(
配
車
図
・
駄
蛍
潤
)

㊥
駅

前
難
叶
亜
鞄
’
刃
>
史
鮒
粗
亜
鞄
中
豊
’
聖
柵
中
上
糾
せ
柵
痢
悪
制
」
刃
○

誼
の

◎
縄
亜
間
接

圧
蜘
詩
誌
e
亜
鞄
○
謳
亜
轄
悼
蘭
樫
縫
」
上
古
へ
O
塗
薬
轟
e
詩
誌
申
せ
芯
>
’
壁
犠
轟
上
弦
卜
時

制
沖
e
相
木
e
綽
悪
役
亜
食
玉
戸
ニ
預
○

◎
へ
や
ヽ
轍
蝶

㊤
出
幸
「
煙
畦
’
吋
e
十
位
士
封
軒
喧
ゆ
e
阜
ノ
空
母
三
甲
」
巧
言
〔
怠
」
正
目
㌻
、
へ
→
轄
l
闘
宝
e
轄
轄

・
群
落
か
ト
e
桂
は
基
盤
」
’
軍
神
薬
ニ
→
J
唾
小
月
」
J
埜
桝
煙
㌣
初
年
’
鵠
」
武
史
軽
水
’
蜜
人
は
ト
古

津
戒
壇
臨
月
十
二
岬

㊥
虫
害
「
鮒
沖
e
輔
}
亙
」
 
≠
出
入
へ

・
山
>
芯
ぐ
吏
延
長
鼻
e
辞
終
車
e
月
刊
粗
造
巡
刃
湛
卜
西
藤
’
刃
二
心
「
忠
良
」
」
 
e
景
祇
艮

皿
哩
塗
韓
十
年
’
寵
」
>
吋
へ

【
連
的
】

調

英
「
煙
妊
」
 
Å
」
二
心
1
蟄
縄
艮
諌
ト
母
親
細
e
軒
木
蘭
遭
寵
華
宮
嶋
亜
鞄
0
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醒
寸

◎
騨
亜
閏
遭

則
聾
韓
悍
e
亜
鞄
○
樫
蛾
史
円
盤
」
ト
ノ
蒋
勅
良
二
亜
轍
○
朝
霞
鞋
峠
亜
捜
せ
諒
十
重
ト
ト
ロ
一
心

(
縄
田
富
軽
的
捜
)
如
’
月
e
謹
二
雨
匡
鞄
刃
」
ト
ノ
饉
寵
」
ト
ノ
将
中
へ
O

【
遭
約
】

∽

党
則
聾
唖
桂
e
 
「
軍
紀
卜
年
〔
」
刃
’
国
縫
e
 
「
昂
抵
㌣
痢
葦
二
女
轟
e
悟
性
的
聞
士
的
長
巾
」

筏
輩
轟
○
直
中
圧
e
漉
せ
粗
雑
笹
○

醒
め

◎
謳
壁
間
遭

則
撃
轄
峠
e
醒
鞄
O
 
「
 
1
く
薩
景
畢
」
的
桓
」
良
く
冷
却
印
せ
缶
e
足
蕪
的
睡
態
ト
呼
声
e
雨
織
笠
○

【
軽
的
】

寸

米
国
孟
申
せ
「
境
木
唾
寵
来
」
 
e
聡
垂
的
規
で
十
三
ゆ
○
即
堅
陣
的
佃
島
l
出
刃
唖
懸
e
 
l
日

中
’
「
・
静
思
吋
べ
-
社
O
 
」
食
」
…
…
社
」
 
A
」
二
人
〔
緯
輪
廻
呂
的
時
二
十
二
時
○
慈
e
宮
中
「
吋

e
醸
重
要
’
嘩
十
三
更
意
ぐ
出
社
士
年
軽
馬
食
心
頭
埋
れ
長
戸
二
葉
」
刃
東
国
中
上
小
食
心
’

罷
閏
輔
軟
投
封
的
韓
卜
韓
や
e
 
「
 
1
く
軽
霊
泉
畢
」
 
e
嶋
嚢
中
雨
鞄
的
○

葉
月
e
聖
二
申
せ
’
醒
蛾
や
前
垂
食
卓
卜
軽
食
点
し
ニ
ゆ
○

醒
①

◎
縄
荘
園
盤

則
華
轄
悟
e
亜
轍
○
豊
艶
轟
余
禄
則
輩
轟
良
心
坪
や
邁
志
十
二
時
e
阜
ノ
’
常
澄
争
求
や
塗
宣
長
〇

十
」
骨
柄
へ
噴
饉
単
量
蛤
ゆ
鞋
轍
○

【
鞋
約
】

悟
性
舶
載
士
煉
点
呼

(
く
虹
)

党
則
聾
○
東
亜
怠
1
呂
e
鞋
呂
的
鞋
騨
」
上
古
〔
○

∽
養
「
l
 
・
嶋
<
患
富
岳
型
」
 
A
」
橡
中
ロ
十
三

ゆ
白
刃
負
ぶ
’
吋
e
謹
悪
土
樽
∩
ト
ニ
ゆ
掴
握
的
鞋
咄
古
畑
○
蛛
調
塾
捜
せ
吋
e
謹
思
策
嶋
S
’

則
堅
く
e
国
縫
㌣
 
「
吋
主
役
′
景
恕
中
部
葦
二
未
読
e
悼
世
心
戯
土
塊
点
呼
’
 
」
J
ニ
小
月
刃
㌣

ト
」
刃
悪
霊
艮
頂
刃
怠
十
三
ゆ
掴
握
的
端
境
㌣
勅
ゆ
0
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醒
卜

◎
謎
記
聞
薬

玉
蜘
詩
誌
e
亜
鞄
0
 
「
 
l
 
<
菜
霊
泉
単
」
 
e
罷
悪
曲
直
謹
聴
長
船
連
出
」
’
轍
霊
堂
柾
目
㌻
\
ヘ
ト
岬
○

◎
へ
や
ヽ
榔
礁

㊤
山
「
1
く
軽
霊
景
単
的
悼
ト
ゆ
」
小
目
;
\
へ

・
霊
噂
特
集
鞋
雨
珊
賦
㌣
初
更
二
査
謹
e
馬
車
宮
古

・
景
妹
斑
点
皮
革
昧
e
未
轟
辿
’
悟
性
」
英
二
ゼ
e
Å
」
点
薬
斑
点
尚
古
怠
…
…
曜
壁
e
糾
し
塗

蕊
即
時
巧
手
や
白
刃
真
芯
s
耶
十

・
年
出
鼻
皿
来
e
K
十
一
へ
e
二
、
K
上
せ
悟
性
」
せ
こ

【
蛍
的
】

喜

醒
∞

◎
縄
韮
間
接

宜
的
詩
誌
e
韮
轍
O
 
「
十
旧
く
藩
霊
泉
単
」
 
e
滝
悪
心
再
出
肇
認
印
」
ト
ノ
蛙
咄
」
し
い
へ
O

◎
へ
や
ヽ
軸
鯨

㊤
山
「
1
 
・
固
く
蓮
霊
泉
型
的
桓
ト
ゆ
」
か
出
入
へ

・
 
K
ヽ
-
ヽ
刃
」
ト
ノ
埜
鞍
馬
’
黒
Ⅲ
刃
」
ト
ノ
e
常
景
豊
’
凶
表
れ
点
呼
㌔
e
e
’
串
く
悼
」
’
蓮
怠

蒔
く
爪
ヽ
K
雨
軽
ゆ
り
」
J
良
薬
S
耶
十

・
小
一
率
も
一
軒
婁
′
 
「
K
十
一
六
㌢
嶋
硬
と
勾
常
昂
e
車
怠
」
刃
こ
ぐ
吏
蟹
書
中
’
景
恕
抑
点
呼

・
吋
よ
せ
’
 
K
ヽ
一
六
〇
鞋
昂
型
的
華
ぐ
吏
増
員
畢
芯
e
羊
ノ
十

・
 
「
昂
∩
ト
∵
お
魚
と
勾
’
豊
中
当
れ
S
上
土
緯
二
言
ぜ
砥
」
 
」
J
二
人
へ
蟹
祇
怠
盤
>
道
心

【
壁
的
】

剛

配
の

◎
縄
壁
間
壁

宜
蜘
如
琉
韮
鞄
○
耶
刃
直
せ
も
て
ト
舶
曾
憩
」
し
い
〔
刃
卜
点
逗
’
盟
彊
刃
釈
市
浸
食
長
倉
ト
祖
ト

」
廿
信
へ
O
轍
塞
蛍
直
情
吊
\
吏
「
白
塙
」
的
」
ト
’
草
で
一
気
華
道
的
雨
足
粗
へ
O

【
壁
的
】

調

薬
調
埋
’
博
常
澄
計
e
蛛
漢
卜
謹
聴
玉
堂
e
宜
蜘
土
中
菰
ト
ゆ
○

罵
弓
」
e
韮
こ
せ
常
澄
的
礁
卓
川
窪
早
的
呼
出
い
せ
’
瑠
璃
韮
鞄
㌣
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現
代
文

補
助
プ
リ
ン
ト

一
駿
台
予
備
学
校

大
事
な
と
こ
ろ
に
線
引
こ
う
。

橋
立

本
文
読
解
に
お
い
て、
筆
者
の
主
張
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
「
目
印
」
と
な
る
も
の
で
す。
入
試
本
番
で、
自
力

で
正
解
す
る
た
め
に
は、
読
解
法
が
自
分
の
も
の
と
な
る
（
読
解
法
の
無
意
識
化
）
ま
で、
原
理
を
根
本
理
解
し

た
上
で、
本
文
読
解
を
繰
り
返
す
こ
と
が
必
要
で
す。

文
章
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
着
眼
↓
筆
者
の
主
張
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
i
s
と
P
を
し
ぼ
り、
線
を
引
く

一
、
評
論

1
具
体
部
と
抽
象
部

－
具
体
例
・
比
愉・
引
用
は
（

）
で
く
く
り、
そ
の
前
後
に
あ
る
抽
象
部
に
S
と
P
を
し
ぼ
り
線
を
引
く
0

．
具
体
例
の
後
に
つ
づ
く
要
約
表
現
や
指
示
語
に
は
と
く
に
注
意
す
る。

岡凶
（

T今ろ食、
水
星
と
金
星
で
あ
る。

）

ろqk穴阿久

旬

2
否
定
a

比
較
構
文

・
対
比
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
構
文
の
う
ち、
S
と
肯
定
的
に
表
現
さ
れ
た
B
に
直
線
を
引
く。

（
否
定
）
A
で
は
な
く
剖
だ

（
比
較
）
A
だ
け
で
な
く
（
ば
か
り
で
な
く
）
同
も

A
よ
り
む
し
ろ
（
吃
怯
漣
っ
て
）
同
の
ほ
う
が

州

問、
「
と
」
で
ぽ
が
く
i

叶寸寸科リ

な
の
で
あ
る。

3
疑
問
文

・
疑
問
調
（
な
に
・
な
ぜ
・
ど
う
）
や
疑
問
表
現
（・
か
）
に
波
線
を
引
く。
特
に、
本
文
前
半
に
出
て
く
る

疑
問
文
は
主
題
に
か
ら
む
可
能
性
が
商
い
。

・
疑
問
文
（
主－
題
）
を
意
識
し
な
が
ら
読
み
す
す
め、
筆
者
の
結
論
部
分
に
直
線
を
引
く。

刈剖吋
何
か・
：
そ
れ
は
同
で
あ
る

岡凶
的

パ叫寸叫引引。
｜
時

州、
太
陽
の
光
を

制剖剖剖引
か
ら
で
す。

4

要
約
・
言
い
換
え
表
現

・
内
容
を
ま
と
め
て、
あ
る
言
葉
に
置
き
か
え
た
り、
あ
ら
た
め
て
説
明
し
な
お
し
た
り
す
る。
要
点
を
ま
と

め
で
あ
る
部
分
に
線
を
引
く。

－
筆
者
が
わ
ざ
わ
ざ
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
の
で、
強
く
主
張
す
る
箇
所
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る。
具
体
例

の
直
後
に
置
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。

A

つ
ま
り
（
す
な
わ
ち、
要
す
る
に、
簡
潔
に
言
う
と、
結
果
的
に、
な
ど
）
、
同町
だ

A

こ
の
よ
う
に、

同だ

凋刻一
そ
の
女
の
人
は
彼
に
何
か
を
告
げ
ら
れ
て、
う
な
ず
き
な
が
ら

涙を
流
し
た。

。戎M円、

｜｜十利引川
の
だ。

ロ

ー淵l
ズ
さ

5

対
比
・
対
照
構
文

・
対
比
構
造
を
明
確
に
し、
筆
者
の
主
張
や
テ
！
？
に
沿
っ
た
対
比
項
に
直
線
を
引
く。

A

に
対
し
て
（
そ
の
一
方、
相
反
し
て、
な
ど
）
別
で
あ
る。

珂刻－
わ
れ
わ
れ
は
伝
統
的
な
も
の
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、

刈寸パ州制叶利同制引制川。

DAポぽ
、

UH
b
も
叫
も

6

主
張
表
現

・
意
識
的
に
意
見
や
感
怨
を
明
示
し
て
あ
る
箇
所
に
波
線
を
引
き、
S
と
P
を
し
ぼ
り
直
線
を
引
く。

A
と
聞ゅ
う
（
考
え
る、
感
じ
る、
言
う、
主
張
す
る、
な
ど
）

A
に
ち
が
い
な
い
（
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
に
他
な
ら
な
い
、
な
ど
）

A
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
す
る
べ
き
だ、
し
て
は
い
け
な
い
、
な
ど
）

岡凶一
期一
会
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に、
」

例制

剖州出斜川洲対珂対
と

的刊誌ポ。

7
強
調
，
重
要
表
現

・
強
調
や
重
要
を
意
味
す
る
表
現
に、
S
と
P
を
し
ぼ
り
直
線
を
引
く。

（
強
調
）
A
こ
そ、
ま
さ
し
く
A
、
じ
つ
は
A、
「

A

」
、
な
ど

（
最
上
級
）
も
っ
と
も
A、
第一
に
A、
一
番
A、
最・：
、
な
ど

（
重
要
）

A
が
重
要
（
大
切、
問
題、
必‘
要、
肝
心、
注
意、
：・
な
し
に：
な
い
、
な
ど
）

（
基
本
）
A
が
基
本
（
基
礎、
本
質、
特
徴、
原
理、
根
添一ー
前
提、
な
ど
）

岡
凶
何
度
も
過
去
聞
を
解
い
て、
時
間
削
斜
叫圃

可
科
叫
ぶ
要が
あ
り
ま
す。

8

逆
接
・
段
落田目
頭
や
本
文
序
盤
の
逆
接
表
現
に
波
線
を
引
く。
逆
接
の
後
に
は
主
張
や
予
想
外
の
事
象
を
本
文
上
に

護
場
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る。
直
線
は
引
か
な
く
て
よ
い
。

A
し
か
し
（
け
れ
ど
も、
だ
が、
・
が、
な
ど
）
B

岡凶

町村尚
も、
科
学
が
進
歩
し
よ
う
と
も、
人
聞
が
こ
の
世
界
の
す
べ
て
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
な
い
。
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